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【方針】 【研究動機】
１．円に内接する星形正多角形の性質を調べる 日常で星形の特徴を持つものを目にし、数学的に

２．GeoGebraでエピサイクロイドの軌跡を確認する どのような意味や性質をもつか気になったため

星形正多角形の周の長さと面積

半径10の円に内接する星形正ｎ
角形を考え、星形正ｎ角形の面
積をSn、周の長さをℓｎとする。
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ここで星形正多角形の面積Ｓｎ
と辺の長さℓｎについての極限を
考える。
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内側に星形正多角形を作っていくときに
できる図形の面積ともとの図形の面積の比
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【軌跡を求める点のやり方】
１．円の中での位置的な関係でみた始点
２．回転した角度：θ＝円の移動距離/半径
３．その時点での円の中心の点
実際に我々は以下のように定義し、
作成した。
軌跡の点＝円の中での位置的な関係でみた
始点からθだけその時点での円の中心の点を
中心に半径1の線分を回転させたところに
ある点
そして我々は、GeoGebraの仕様上の問題で
辺ごとに円を置き、ひとつ前の円上にある
軌跡の点の終点を次の円での始点とし、
上記の手順で作っていった。

【結果と考察】
星形正多角形の面積と周の長さを一
般化することができたがサイクロイ
ドの軌跡の始点と終点が揃わなかっ
た。しかしｎ＝5～7のときいずれも
多少の対称性が見られ、特にｎ＝６
の場合は対称性が強くみられる。今
後の展望としてはｎの値を増やして
いってサイクロイドの形状を調べ規
則性を探し、またサイクロイドによ
る通過領域の面積と周の長さも求め
たい。加えて、星形以外の図形の面
積や周の長さ、サイクロイドの形状
などが今後の研究テーマとするのが
望ましい。

エピサイクロイド
【作成方法】
GeoGebraでエピサイクロイドを作成するにあたって、媒介変数表示を使
用、また実際に円を回転させずにサイクロイドを作成した。我々は円を
回転させずスライドだけさせ、軌跡を求める点自体をサイクロイドの時
と同じ挙動になるように動かして、その点の軌跡を調べた。
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